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1 はじめに

データセンターでは、複数のサーバーで連携してデー

タの処理を行っており、処理性能を確保するために、サー

バー間を広帯域・低遅延で接続できるネットワークで接続

する必要がある。従来のデータセンターでは、冗長な数

の機器で構成されたネットワークを用いてこれを達成し

ているものの、データセンターの大規模化に伴い、その

消費電力が問題となっている。本稿では、光ネットワー

ク技術を用いたデータセンターネットワーク上で、仮想

ネットワークを構築・制御することによって、省電力性

と通信性能の確保を両立した仮想ネットワークの提供方

法について紹介する。

2 光技術を用いたデータセンターネットワーク
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図 1 光技術を用いたデータセンターネットワークの

構成

本稿で用いるデータセンターネットワークは、図 1の

ように、コアネットワークを光スイッチのみで構成する。

各光スイッチにはサーバーラック内のサーバーと接続し

ている ToR スイッチが接続している。各 ToR スイッ

チ間を光パスで結ぶことにより、仮想ネットワークを構

築することができ、要求される通信性能に応じて、光パ

スを張り替えることができる。また、仮想ネットワーク

の構築に使用していない ToR スイッチの電気ポートの

電源を落とすことによって、省電力化ができる。そのた

め、要求される通信性能に応じて、少ない光パスで仮想

ネットワークを構築する手法が必要となる。

3 省電力を達成する仮想ネットワーク制御

仮想ネットワーク制御のベースとなるトポロジとし

て、Generalized Flattened Butterfly（GFB）を提案す

る。GFB は階層的に構築されるトポロジであり、以下

の 3つのパラメータを調節することで様々なネットワー

ク構造を構築できる。

• k：階層数

• Nk：階層 k で接続する（k-1）層の GFB の数

• Lk：階層 k で使用するスイッチあたりのリンク数

GFB ではこれらのパラメータから、達成できる通信性

能を計算によって求めることができる。そのため、要求

される通信性能に応じて適切なパラメータを求めること

によって、省電力で通信性能の確保が可能な仮想ネット

ワークを構築できる。

4 評価
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図 2 トラヒックを収容するために必要なリンク数

図 2にトラヒックを収容するために必要となる仮想リ

ンクの数を示す。比較対象として、固定のトポロジを用

いた場合と文献 [1]で提案されている手法によって、仮

想リンクを削減した場合の結果を示す。図 2より、提案

手法によって構築される仮想ネットワークは、従来手法

より仮想リンクが削減できていることがわかる。

5 まとめ

本稿では、性能要求に応じた仮想ネットワーク制御に

よって、少ないリンク数で仮想ネットワークが構築可能

であることを示した。今後は、自律分散制御による省電

力な仮想ネットワーク制御について議論する予定である。
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